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平成２０年度よりシーニックバイウェイ北海道の推進に向けて、他の模範となる
ルート活動であり、将来への発展性が高く評価できる取り組みを選出し表彰する｢ベス
ト・シーニックバイウェイズ・プロジェクト｣の取り組みを実施。

ベストシーニックバイウェイズプロジェクト2019

ベスト・シーニックバイウェイズ・プロジェクト2013
「タカラモノプロジェクト」（支笏洞爺ニセコルート）

ベスト・シーニックバイウェイズ・プロジェクト2014
「ライフコンシェルジュ（ご当地風土アドバイザー）
育成事業」（トカプチ雄大空間）

ベスト・シーニックバイウェイズ・プロジェクト2015
そららの森の植樹活動～地域で育てる森プロジェクト～
（釧路湿原･阿寒･摩周シーニックバイウェイ）
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ベスト・シーニックバイウェイズ・プロジェクト2016
いにしえ街道の景観を活かした街づくり
（どうなん・追分シーニックバイウェイルート）

ベスト・シーニックバイウェイズ・プロジェクト2017
～地域・電線管理者と連携した「電線の見えない化」～
ビューポイントパーキングの景観改善（電線移設）
（支笏洞爺ニセコルート）

ベスト・シーニックバイウェイズ・プロジェクト2018
どうなん道の駅連携事業
（どうなん・追分シーニックバイウェイルート）



＜表彰＞
●活動団体賞１件（指定・候補ルートを対象） 【エントリー数 16件】
●部門賞３件（指定ルートを対象）
＜エントリー部門＞
美しい景観づくり賞 【エントリー数 4件】
活力ある地域づくり賞 【エントリー数 4件】
魅力ある観光空間づくり賞 【エントリー数 5件】
※部門賞は、部門毎に１件とし最大３件とするが、評価の結果によってはこの限りではない。

●最優秀賞「ベスト・シーニックバイウェイズ・プロジェクト2019」１件（指定ルートを対象）
部門賞の中から１件選出

＜評価の視点＞
地域の資源を発見・活用し、有形・無形の「新しい価値」を生み出しているか否かに評価の軸を
置くと共に、以下の点に留意し、プロジェクトの評価を行う。
－部門賞及び大賞－
○ 持続性（取組の継続性の程度を評価）
○ 浸透性（地域内への広がりの程度を評価）
○ 拡張性（モデルケースとしての地域外へ展開の程度を評価）
○ 連携性（地域同士や他団体との連携の程度を評価）
○ 先進性（新しいものに取組んでいく姿勢の程度を評価）
○ 効果性（定量的・定性的な効果の程度を評価）
○ 人材育成

ベストシーニックバイウェイズプロジェクト2019
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募集開始

各ルートから活動の応募

ルート審査委員会にて審査

推進協議会にて活動団体賞、部門賞及び最優秀賞を決定

各ルートによる投票
■部門賞、最優秀賞■活動団体賞

ベストシーニックバイウェイズプロジェクト2019

▼各賞決定までの流れ

※対象：指定及び候補ルート
※自ルート以外に、持ち点10点を自由配点
※最多得点を得たプロジェクトを活動団体賞として選出

※対象：指定ルート
※ルート審査委員が、持ち点10点を自由配点
※最多得点を得たプロジェクトを部門賞候補として選出
※選出された部門賞候補から最優秀賞を選出
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活動団体賞候補〔エントリー16件〕
NO ルート名称 活動名称 点数 主なコメント

① 東オホーツクシーニックバイウェイ シーニックデッキの設置 9
マルシェの実施により、ルート内でのシーニックの認知度向上につながった
事。

② 釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ 清掃活動から始める連携の輪～活動継続と戦略的展開～ 18 いろいろな団体が参加して参加する団体が広がっているところが素晴らしい。

③ 函館・大沼・噴火湾ルート
～「はこだて花かいどう」での一年を通じた継続的な取組み～

函館新道「花いっぱい活動」及び「シーニックdeナイト」 9
平成16年から継続的に実施され、地域・民間企業・道路管理者等で十分に連
携が取れており地域の愛着醸成に貢献している。

④
札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓
ルート

地域住民と道路管理者の地域協働による

板割拡幅記念植樹区間景観保全活動 27 ◎
実施前後の美観の変化が一目瞭然。継続した活動により、景観が劇的に向上
しているのが素晴らしい。また、子どもも参加する活動を評価する。植樹区
間への着眼点も珍しい。活動による美観効果が高いことも評価する。

⑤ 支笏洞爺ニセコルート
～羊蹄山ビューポイントの眺望を守り・活かす環境保全活動～

「みらいの森」育樹プロジェクト 10
道有林をビューポイントとして、周辺環境の整備・地域の人材育成につなげ
ている。

⑥ 東オホーツクシーニックバイウェイ ルート内道の駅スタンプラリー 1 アンケートから、今まで知らなかった地域情報を得ることができた事。

⑦ 釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ 道の駅と連携した情報提供の実施 10 道の駅と地域が連携し、互いの魅力アップにつながっている点を評価。

⑧ 層雲峡・オホーツクシーニックバイウェイ シーニックマルシェの開催 0 －

⑨ 空知シーニックバイウェイ -体感未来道 - ～これからの空知を考える～地域創生フォーラム 6
空知は若手が頑張ってると感じる。このフォーラムはその熱意を感じる。ぜ
ひこれからも頑張って欲しい。

⑩ 知床ねむろ・北太平洋シーニックバイウェイ 地域情報発信・ドライブマップの作成 4
ドライブコースを６種類設定し、初めて地域を訪れる人にも自分の興味のあ
る分野を巡るコースをたどる事が出来、より身近に地域の魅力を感じる事が
出来る。

⑪
天塩川シーニックバイウェイ／宗谷シーニック
バイウェイ

きた北海道エコ・モビリティの推進Ｒ３プロモーション動画の
作成 20

道・川・鉄道による移動とコンセプトを絞り、かつターゲットを明確にして
取り組み、地域課題を逆手にとって、プラスの要素としているのが素晴らし
い。動画で活動内容をイメージしやすいものにしている。

⑫ 萌える天北オロロンルート インフラを活用した新しいツーリズムの創出 17
萌え天のインフラツーリズムは、これまでにない新しい取り組みである。こ
れからも継続して行って欲しい。

⑬
十勝シーニックバイウェイ 十勝平野・山麓
ルート

写真を活用した地域の魅力発信事業 5
地域住民が地元の魅力を再確認し、地域への愛情や誇りを増進できた事。
SNSを利用したことにより、より気軽に応募してもらえるようになった事。

⑭ 十勝シーニックバイウェイ トカプチ雄大空間 情報ボックス（BOX）事業 7
事業者間で相互にPRを行うことで、旅行者の周遊を誘発するとともに、相互
理解にも繋がると思われる。

⑮ どうなん・追分シーニックバイウェイルート どうなんサイクルツーリズム推進事業 6 活動団体それぞれの強みを生かした事業となっている。

⑯ 空知シーニックバイウェイ-体感未来道- “道の駅”からはじまる“空知サイクルツーリズム” 11
日本一の直線道路といった他のルートには絶対にない資源を活用している点
を評価する。
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①活動概要（目的・目標、具体的な取り組み等）
●活動の目的・目標：

平成15年に板割沢拡幅事業の記念植樹が行われた。しかし、時間
の経過とともに、樹木が成長し景観を阻害する状態になっていた。
平成28年に小金湯さくらの森がオープンしたことを契機に、記念植
樹区間の道路空間改善について検討を開始。その結果、平成28年度
から、地域住民と道路管理者が協働で草刈りや樹木伐採、ゴミ拾い
を実施する道路景観保全活動が始まった。この活動は、平成28年度
から始まり、令和元年度まで毎年秋に継続して実施されている。

●活動内容：
・板割拡幅記念植樹区間での景観保全活動(草刈り､樹木伐採 等)
・みすまい児童会館の子ども達もゴミ拾いや手作りの樹木板を設置

するなど景観保全活動に一緒に参加している

●活動期間：平成28（2016）年度～令和元（2019）年度
・実施場所：板割拡幅記念植樹環境整備区間（L=0.3km）

②活動の体制

③ＰＲポイント
【総意工夫した点】

・地域住民と道路管理者が連携し合い、維持管理活動を実施した点
【活動による効果】

・活動を継続していくうちに、沿道景観の美観が向上し、
それに伴い、地域住民の地域への誇りと愛着が高まった

・地域住民の景観保全のノウハウの蓄積と景観保全への意識向上
・景観の向上により、ドライバーがゆっくり走行し安全性が向上
・子ども達への環境教育の場の提供 ・熊出没頻度の減少

エントリー部門

ル ー ト 名 称

活 動 名 称
地域住民と道路管理者の地域協働による

板割拡幅記念植樹区間景観保全活動

札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルート

美しい景観づくり

簾舞まちづくり協議会

簾舞地区町内会連合会

みすまい児童会館
草刈り・
樹木伐採・
ゴミ拾い 作業車･伐採木の回収等

札幌開発建設部

【2016年：実施前】

【2019年：実施後】

3年をかけ、植樹当時の添木を全撤去し、美しい道路景観を創出

エゾエノキ周辺に樹木が茂り背後の風景が見えない

札幌道路事務所

地域住民 道路管理者

連 携

樹木伐採している様子

作業車で伐採木を回収

作業終了後の集合写真
活動実施場所

児童館の子供達が制作した樹木板

４年間継続して
景観保全活動を実施

ベストシーニックバイウェイズプロジェクト2019
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板割拡幅
記念植樹

エリアの
うち2019
年度環境
整備区間
L=0.2km



No. 活動名
【ルート名】

点数 評価意見

1 シーニックデッキの設置
【東オホーツクシーニックバイウェイ】

7

・持続性を評価したい。観光のあり様が大きく変わろうとしているとき、デッキ活用の内容・
情報発信など、V2の展望を期待したい。
・シーニックデッキとマルシェの連携。設置や移動はご苦労様です。
・「シーニックデッキ」と「マルシェ」、SBWのスタンダードなコア活動としてどこのルートも事業
内容に取り入れるようになることを目指し、さらなるブラッシュアップと進化を！

2 清掃活動から始める連携の輪
～活動継続と戦略的展開～
【釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ】

12

・活動の連携を評価したい。戦略性や次への展開も期待が大きい。
・継続に向けてのモチベーション維持のための工夫と努力は参考になる。
・「おもてなし」、「環境美化」、「メンバー連携」、「新分野への拡張」、SBWの重要な概
念が凝縮されたこの活動は今後も連携・浸透・拡張しつつ進化させながら継続していって
ほしい。学校教育の一環で旅育ともなるのでその分野へのアプローチ強化を！
・包括連携企業の北海道コカ・コーラボトリングや、環境省、林野庁、未参加だった行政
連絡会議の自治体メンバーも参加するなど、新たな活動メンバーの加入、サイクルツーリ
ズムと絡めて、ルートに新しい風を吹き込んだことを評価する。

3 ～「はこだて花かいどう」での一年を通じた継続的な取組み～
函館新道「花いっぱい活動」及び「シーニックdeナイト」
【函館・大沼・噴火湾ルート】

20

・活動の持続性と地域・住民・企業・来訪者との共感性の高い活動として評価したい。
・多くの市民，企業等の協力者を集め，二世代にわたる長年の活動を着実に行ってお
り，その実績は評価に値する．
・圧倒的なボリュームと大人数の参加ガが素晴らしい。地域コミュニティへの浸透と2世代
にわたる参加もたゆまぬ努力の表れ。
・ルートとしてのすべての活動の原点となるもので、北前船の高田屋嘉兵衛の足跡のごと
く他のルート・観光地のリーダー役として継続・進化を！
・10年を越える継続的な活動を評価。出資企業の増加など、活動が拡大していること、
活動参加者の継承は、モデルとなる取組である。

4 地域住民と道路管理者の地域協働による
板割拡幅記念植樹区間景観保全活動
【札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルート】

11

・地元メンバーによる自主的な沿道管理のスタートを切ったことを評価したい。
・地域住民，道路管理者が連携して，3年という活動期間の中で，景観改善や，意
識の向上等大きな成果をあげている．
・子供を巻き込んだ楽しそうな作業が魅力的。
・「道路管理者との連携」、これも重要なSBWの柱であり、これを端緒に他ルートの範と
なるよう継続的・拡張的な取り組みを！

部門賞 美しい景観づくり部門候補〔エントリー 4件〕
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①活動概要（目的・目標、具体的な取り組み等）
●活動の目的・目標：
・道ゆくドライバーや函館を訪れた国内外の観光客の方々に「綺麗なお花」
を見て、旅の疲れを癒し、喜んでもらいたいというおもてなしの取組み。

・加えて、道路管理者及び沿道の民間企業等とも連携し、綺麗な道の維持
管理活動等を通じて、ボランティアの相互協力関係の構築を目的とする。

●活動内容：①植樹桝の土起こし（毎年、5月下旬）
②植樹桝への植栽（毎年6月の第2土曜日）
③植樹桝の草取り・水やり（毎月第2土曜日 ※月1～2回）
④花の撤去活動（毎年10月の第4日曜日）
⑤ワックスキャンドル製作体験会(毎年12月～1月下旬)
⑥道路沿道へのキャンドル設置・点灯(毎年2月上旬)

●活動期間：平成16～令和元年度 ※継続展開中
・実施場所：国道5号 函館新道インターチェンジ付近の植樹桝

②活動の体制

③ＰＲポイント
【総意工夫した点や苦労した点】
・函館の玄関口でもあり地域としても大切な場所である函館新道の価値を
高めるべく、10年を越えて継続的に国道沿道の維持管理活動を実施。

・地域･民間企業･道路管理者等の連携体制が十分に図られている。
・事務局が個別に小中高校を訪問、熱意を伝え、多くの参加に繋がった。
・協力企業等を掲載した統一看板を設置により協力体制の見える化が図ら
れ、出資企業が増加し、企業のイメージアップと資金収集に繋がった。

【活動による効果】
・夏期(5～10月)だけではなく、冬期(2月)は函館新道沿線をキャンドルで彩る
「シーニックdeナイト」にも発展し、年間を通じた沿線の美化活動に貢献。

・活動参加者の継承（中学生が親世代となり親子二代で参加）と地域愛着の醸成。
・民間企業（スーパー、大型量販店等）との連携体制の強化。

エントリー部門

ル ー ト 名 称

活 動 名 称

函館・大沼・噴火湾ルート

美しい景観づくり
～「はこだて花かいどう」での一年を通じた継続的な取組み～

函館新道「花いっぱい活動」及び「シーニックdeナイト」

花いっぱい道づくりの会
(28団体により構成)

沿線の地域住民
小・中・高校生
スポーツ少年団
地域の各町会 等

花植え・草取り
水やり等･日々の維持管理
キャンドルによる沿道美化等

民間企業

関係機関との調整等
花苗や備品等
の提供等

函館開発建設部
函館道路事務所

協力企業一覧の看板

参加者の
約7割が10

代

“一年を通じた函館新道での活動”を通じて、
地域への愛着醸成 や参加者間の交流促進に大きく寄与している。

＜冬期沿道活動「シーニックdeナイト」～ワックスキャンドルで灯りと心をつなぐ～＞

＜夏期沿道活動「花いっぱい活動」植栽及び維持管理活動＞
植樹桝の土起こし(5月下旬)⇒植栽(6月上旬)⇒草取り・水やり等（毎月第2土曜日）を10月下
旬まで継続的に実施。花植えには、平均800名、毎月の維持管理には、100名程度が参加する。

（↑）函館新聞

北海道新聞 道南版(→)満開時の「はこだて花かいどう」の様子

ワックスキャンドル製作体験会(12月～1月下旬)⇒キャンドル設置・点灯(2月上旬) を実施。ワックス
キャンドル製作体験会は12箇所で実施 (函館市・北斗市・七飯町・鹿部町・森町・八雲町)。キャン
ドル設置・点灯には、毎年、約400名程度が参加する。

ベストシーニックバイウェイズプロジェクト2019
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No. 活動名
【ルート名】

点
数

評価意見

1

～羊蹄山ビューポイントの眺望を守り・活かす環境保全活動～
「みらいの森」育樹プロジェクト【支笏洞爺ニセコルート】 20

・地球環境への視点とその継続性を評価。SDGsと結び付けた活動としての展開も期待。
・高校の研修旅行，民間企業の研修活動とタイアップして，育樹活動の推進，交流機会
拡大等大きな成果をあげている．
・森の育成も評価できるがそれ以上にみんなで場を活用する、楽しむ、森と皆の努力を愛でるという雰囲気が
素晴らしい。
・SBWのシンボリックな活動例としてあらゆる組織・機能を巻き込んだ長期的、継続的かつサステイナブルな活
動であり、内外の賛同者、協力者の拡大が期待される！
・SDGsの取組としては数あるシーニックの活動の中でも特筆すべきものと評価する。育樹活動を通じて「森」を
つくるというコンセプトは北海道ならでは取組であり、全国の活動へのモデルとなる取組と考える。

2

ルート内道の駅スタンプラリー
【東オホーツクシーニックバイウェイ】 6

・マイクロツーリズムと結び付けた基礎的な活動を評価。次への展開が期待できる。
・スタンプラリーに留まることなく、より深い連携が道の駅との間に公くできればよかった。
・「道の駅」を活用した取組も、SBWとして重要かつ喫緊のテーマであるが、それに包括連携機能を絡ませた
新たな取組で、今後、他ルートへの浸透・拡張が期待される！

3

道の駅と連携した情報提供の実施
【釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ】 18

・道の駅との連携を評価。地域の新観光資源(人材も）の丹念な発掘と発信を期待。
・道の駅と連携した情報提供について，毎年着実に改善に取り組んでいる．
・第3ステージでは道の駅とSBとの連携もうたわれているが、そのモデルともなりうる先駆的取組であり、連携の
継続性も評価できる。
・「道の駅との連携」の取組の典型的なケースであるが、効果測定も視野に入れた活動となっており、今後、さ
らなる進化が期待される！
・「道の駅」とシーニック、また地域との連携を具体的に取組、成果（拡大）をあげてきている点を評価する。
言葉で「連携」というのは簡単だが、関係者全員にメリットがないと進まないのが現状であり、一歩一歩積み上
げて、良好な関係作りを築き上げている点を評価する。

4

シーニックマルシェの開催
【層雲峡・オホーツクシーニックバイウェイ】 6

・地域資源を丹念に発見・発信しようとする姿勢を評価。SNS活用や通年化も期待。
・ルートの中心的取組として，長期に亘って進められ，シーニックバイウエイ制度，層
雲峡ルートの知名度向上に貢献している．
・マルシェを3か所で開催したことを評価。ただ、反省や効果などが定性的でよいので分析され、今後につなが
ることを期待したい。
・「マルシェ」の先進ルートである「東オホーツク」との連携やパラサイト的な特産品販売にとどまらず、一工夫二
工夫した進化系の活動が望まれる

部門賞 活力ある地域づくり部門候補〔エントリー 4件〕
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①活動概要（目的・目標、具体的な取り組み等）
●活動の目的・目標：
羊蹄山のビューポイントとして、2018年9月29日(土)に「北海道150年記念 みらいの森育樹会」

に合わせて活動を開始した「みらいの森(ニセコ町)」。シーニックバイウェイビューポイント看板も
新設し、今後は、シーニックの森としての登録を目指して、さらなる森林の保全・活用を進めていく。
●活動内容：①シーニックビューポイントとしての周辺環境の整備(育樹活動・ウッドチップ敷設・デッキ設置等)

②同じく、シーニックビューポイントとしての各種活動時の利活用(集客イベント等での利用)
③小・中・高等学校等とした育樹活動の実施(修学旅行・研修旅行等)
④地元住民や地域活動団体を対象とした育樹会等を通じた地域の人材育成

●活動期間：平成30年度～令和2年度（※継続展開中）
・実施場所：みらいの森(ニセコ町)

②活動の体制

③ＰＲポイント
【総意工夫した点や苦労した点】
・北海道の育苗事業の役割を終えた道有林をビューポイントとして活用
・道有林の森林ボランティア活動等に対する積極的なフィールド提供
・各種シーニック地域活動での活用により「みらいの森」PRに繋がっている
・教育機関や民間企業等、幅広く多くの方に活動に参加してもらう気運醸成

【活動による効果】
・地域住民と来訪者による育樹活動による森林面積の拡大【環境保全効果】
・地域住民と来訪者による交流機会の増加【外向きの効果】
・来訪者に対するビューポイント提供に対する高評価【 〃 】
・地域資源および地域人材の活性化【内向きの効果】

エントリー部門

ル ー ト 名 称

活 動 名 称

支笏洞爺ニセコルート

活力ある地域づくり
～羊蹄山ビューポイントの眺望を守り・活かす環境保全活動～

「みらいの森」育樹プロジェクト

NPO法人
WAOニセコ羊蹄再発見の会

小・中・高等学校等
その他、教育機関
民間企業等

育樹活動等の実施
みらいの森看板の設置
地域人材の育成等

支笏洞爺ニセコルート
ニセコ羊蹄エリア
代表者会議

安全確保
関係機関との調整等

エリア全体での草刈等

後志総合振興局森林室
ニセコ町

既に高校の研修旅行や
民間企業の研修活動等、

様々な活動・イベント等を展開中

2018年9月に設置したビューポイント案内看板

「みらいの森育樹会」(2018年9月29日) 「日本風景街道大学ニセコ羊蹄キャンパス」
エクスカーション(2019年9月21日)

地域活動団体や教育機関との連携による「みらいの森育樹活動」※継続的に展開中

ベストシーニックバイウェイズプロジェクト2019
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No. 活動名
【ルート名】

点
数

評価意見

1

きた北海道エコ・モビリティの推進Ｒ３プロモーション動画の作成
【天塩川シーニックバイウェイ／宗谷シーニックバイウェイ】 17

・地域インフラを重層化させつつ、新たな観光の在り方へチャレンジを高く評価したい。
・２つのルート、３つのRを融合した優れたプロモーション。今後はこれを実際のツアー造成や需要掘り起こしに活用していただきた
い。成果を期待したい。
・世の中に広く訴求させたい地域の魅力とターゲットを明確にして、現在最もトレンディな「動画」という先進的なメディアで周知させ、
他の地域と連携で行うというチャレンジングな取組である。大いに期待できる！
・R3ツアーの認知また告知していくツールとしての動画作成は、今後のツアーの拡大に向けてその有用性は評価するが、新型コロ
ナウィルスの影響を受けて、安全・安心をどうアピールしていくのかが、今後の課題になると考える。様々な工夫、知恵に期待したい。

2

インフラを活用した新しいツーリズムの創出
【萌える天北オロロンルート】 11

・生活型インフラとツーリズムを結びつけた、住民の自信とプライドづくりを評価。
・流雪溝の投雪体験を観光コンテンツとするインフラツーリズムの新たな可能性を追求している．
・面白い大事な企画である。受け入れ態勢など問題は多々あろうが、複数回のツアー催行につながるような工夫もお願いいした
い。
・「流雪溝」というマイナーな観光資源にスポットを当てた意欲的な取組であるが、いくつかのインフラツーリズム対象の素材を広域
でまとめて（他のルートとの連携も含む）打ち出すようにしないとインフラツーリズムのコンセプトすらも不完全燃焼してしてしまう恐
れがある。今後の楽しみな課題ではある。
・インフラツーリズムという新しい分野の開拓に期待する。「体験型ツアー」が今後どのように変化していくのか、昨今の情勢を鑑みな
がら変化、工夫を重ね確立したものへ昇華させてほしい。

3

写真を活用した地域の魅力発信事業
【十勝シーニックバイウェイ 十勝平野・山麓ルート】 3

・丹念な地域の魅力の発掘と価値づくりを評価。全道・全国への発信を期待。
・巡回展示とその地域住民への効果が評価できる。何人くらいに見ていただいたのでしょうか。
・「フォトコンテスト」という地域の魅力発信に長年継続して地道に取り組んでこられた努力に敬意を表するが、「PRポイント」にある
ようにアナログの良さもあるが、時代のスピードへの限界もあるので、デジタルへの転換の好例としての取組を開始しては如何でしょ
うか？

4

情報ボックス（BOX）事業
【十勝シーニックバイウェイ トカプチ雄大空間】 10

・観光業者に依存しないツーリズム拠点情報の発信を評価。DMOづくりへの発展も期待。
・情報ボックスのデザインが洗練されているほか，構築されたパンフレットの配送システムは他のルートにとっても大きな参考となる．
・施設間の連携を強め、一体性とルート全体の魅力を増すために大事な取り組み。十勝MaaSとの連携があればさらに良かった。
・観光地域での生きたアップデートな情報提供はデジタル全盛時代でも必要不可欠な機能、サービスなので、この地道な取組に
敬意を表するが、デジタルとアナログ、昔流行った「ブリック＆モルタル」の手法が必要ではないかと思います。
・情報発信は観光空間づくりの原点であり、派手な要素はないが、継続的に地道に展開していく必要があることからも8年間の活
動と拡大について評価する。メンバー間でのルート情報の共有、広報ツールとしての価値を高めたと考える。

5

どうなんサイクルツーリズム推進事業
【どうなん・追分シーニックバイウェイルート】 9

・サイクルツーリズムと連携した価値体感シナリオづくりへのチャレンジを評価したい。
・3年という短期間で，ルート作成，設備整備，モニターツアー，広報活動等幅広い活動
が行われ，大きな成果をあげている．
・有意義な取り組みである。イベント的試験駅実施との印象があるが、ガイドツアーやセルフガイドツアーへのさらなる進化を期待し
たい。
・ポストコロナの時代のツーリズムにおいて「サイクルツーリズム」は重要な働きをすると思います。この機に全道的に取組を強化して
は如何でしょうか？

部門賞 魅力ある観光空間づくり部門候補〔エントリー 5件〕
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●目的･目標／体験型観光と個人旅行のニーズを含め、一次交通の衰退や二次交通の脆弱さを逆手にとり、地域にとってプラスとして、地域資源に触れ・
遊び・移動そのものが観光となる新しい旅のスタイル『きた北海道エコ･モビリティ』を広域で連携・推進
⇒スロウな旅が地域への滞在時間の長期化・経済効果・周遊性向上に繋がる

●活動内容／Ｒ３プロモーション動画の作成
道（Road＝自転車･歩く）と川（River＝カヌー）と鉄道（Rail＝ＪＲ宗谷本線）が並行する地域性を活かして３つのＲを繋ぎ、美しい景観
を見て＆自然に触れて遊び＆美味しいものを味わいながら日本のてっぺんを目指す旅を推奨するため、過年度までにはアクティビティと食や
観光を繋げるコース設定、コンテンツの発掘・検討を進め、
それらを組合せた「R3モニターツアー」を昨年度実施した。
ツアー参加者からの満足度や今後への期待も多く、意見等
も参考に、R3プロモーション用のイメージ動画を作成した。
★ターゲット：20～30代の女性★

⇒食と観光＋遊べるプチアクティブな女子旅
●活動期間／２０１９年９月～２０２０年３月

＜２０１７年度から「きた北海道エコ・モビリティ」の取組みを継続実施＞

●活動範囲／きた北海道エリア（天塩川シーニックバイウェイ、
宗谷シーニックバイウェイ、その他関係する近隣市町村）

エントリー部門

ル ー ト 名 称

活 動 名 称 きた北海道エコ・モビリティの推進Ｒ３プロモーション動画の作成

天塩川シーニックバイウェイ × 宗谷シーニックバイウェイ

魅力ある観光空間づくり

①活動概要（目的・目標、具体的な取り組み等）

【総意工夫した点や苦労した点】
・紅葉シーズンの美しい自然風景の時期を狙った。天候にも恵まれ、よい撮影ができた。
・実際のJR便に合わせているため、撮影タイミングなどに苦労した。
・Instagramのフォロワー数が多いモデル（2名）を起用し、それぞれのInstagramで撮影の様子や地
域の情報をアップしてもらい、PR効果を促した。

【活動による効果】
・Instagramに、movieや写真画像、地名や特産品等を＃でタグ付による投稿が10回以上があった。
インスタグラムなどを中心に述べ約1000件ものコメントやいいね数があり、広く周知に繋がった。

【今後の展開】
・動画を有効的に活用し、広く周知するための手法を検討したい。(例)道央圏・首都圏等へのPR、外国語版動画の作成）

・JR宗谷本線の存続等も踏まえて、今後も沿線自治体と協議しながら検討していきたい。
・北海道・道北の魅力でもある“雪”に触れるWinterシーズンのPRにも、力を入れていきたい。
・新型コロナウイルスの影響による旅行等の自粛などを踏まえ、PR手法等を検討したい。

②活動の体制 ③ＰＲポイント

▼作成した動画画面。旭
川空港へ到着してからバ
スで移動、手荷物を預け、
自転車やカヌーで移動し
ながら、御当地食を堪能
しながら宗谷岬へ。
映像は約5分。

▲撮影の様子

▼投稿されたInstagramでは、主に動画での公開。

ベストシーニックバイウェイズプロジェクト2019
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▼活動団体賞 地域住民と道路管理者の地域協働による
〔ｴﾝﾄﾘｰ16件〕 板割拡幅記念植樹区間景観保全活動

（札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルート）
▼部門賞
①景観づくり賞 ～「はこだて花かいどう」での一年を通じた継続的な取組み～
〔ｴﾝﾄﾘｰ4件〕 函館新道「花いっぱい活動」及び「シーニックdeナイト」

（函館・大沼・噴火湾ルート）
②地域づくり賞 ～羊蹄山ビューポイントの眺望を守り・活かす環境保全活動～
〔ｴﾝﾄﾘｰ4件〕 「みらいの森」育樹プロジェクト

（支笏洞爺ニセコルート）
③観光空間づくり賞 きた北海道エコ・モビリティの推進Ｒ３プロモーション動画の作成
〔ｴﾝﾄﾘｰ5件〕 （天塩川シーニックバイウェイ

宗谷シーニックバイウェイ）

▼最優秀賞「ベスト･シーニックバイウェイズ・プロジェクト」
ルート審査委員会から次のプロジェクトを推薦を拝受
⇒～「はこだて花かいどう」での一年を通じた継続的な取組み～
函館新道「花いっぱい活動」及び「シーニックdeナイト」

■選出理由及び今後の発展に向けての期待
活動の持続性と地域・住民・企業・来訪者との共感性の高さ多くの市民、企業等

の協力者を集め活動を着実に行っており、ルートとしてのすべての活動の原点となる
ものであることを評価。今後、花いっぱい活動が道の駅と連携していく事を期待。

ベストシーニックバイウェイズプロジェクト2019
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①活動概要（目的・目標、具体的な取り組み等）
●活動の目的・目標：
・道ゆくドライバーや函館を訪れた国内外の観光客の方々に「綺麗なお花」
を見て、旅の疲れを癒し、喜んでもらいたいというおもてなしの取組み。

・加えて、道路管理者及び沿道の民間企業等とも連携し、綺麗な道の維持
管理活動等を通じて、ボランティアの相互協力関係の構築を目的とする。

●活動内容：①植樹桝の土起こし（毎年、5月下旬）
②植樹桝への植栽（毎年6月の第2土曜日）
③植樹桝の草取り・水やり（毎月第2土曜日 ※月1～2回）
④花の撤去活動（毎年10月の第4日曜日）
⑤ワックスキャンドル製作体験会(毎年12月～1月下旬)
⑥道路沿道へのキャンドル設置・点灯(毎年2月上旬)

●活動期間：平成16～令和元年度 ※継続展開中
・実施場所：国道5号 函館新道インターチェンジ付近の植樹桝

②活動の体制

③ＰＲポイント
【総意工夫した点や苦労した点】
・函館の玄関口でもあり地域としても大切な場所である函館新道の価値を
高めるべく、10年を越えて継続的に国道沿道の維持管理活動を実施。

・地域･民間企業･道路管理者等の連携体制が十分に図られている。
・事務局が個別に小中高校を訪問、熱意を伝え、多くの参加に繋がった。
・協力企業等を掲載した統一看板を設置により協力体制の見える化が図ら
れ、出資企業が増加し、企業のイメージアップと資金収集に繋がった。

【活動による効果】
・夏期(5～10月)だけではなく、冬期(2月)は函館新道沿線をキャンドルで彩る
「シーニックdeナイト」にも発展し、年間を通じた沿線の美化活動に貢献。

・活動参加者の継承（中学生が親世代となり親子二代で参加）と地域愛着の醸成。
・民間企業（スーパー、大型量販店等）との連携体制の強化。

エントリー部門

ル ー ト 名 称

活 動 名 称

函館・大沼・噴火湾ルート

美しい景観づくり
～「はこだて花かいどう」での一年を通じた継続的な取組み～

函館新道「花いっぱい活動」及び「シーニックdeナイト」

花いっぱい道づくりの会
(28団体により構成)

沿線の地域住民
小・中・高校生
スポーツ少年団
地域の各町会 等

花植え・草取り
水やり等･日々の維持管理
キャンドルによる沿道美化等

民間企業

関係機関との調整等
花苗や備品等
の提供等

函館開発建設部
函館道路事務所

協力企業一覧の看板

参加者の
約7割が10代

“一年を通じた函館新道での活動”を通じて、
地域への愛着醸成 や参加者間の交流促進に大きく寄与している。

＜冬期沿道活動「シーニックdeナイト」～ワックスキャンドルで灯りと心をつなぐ～＞

＜夏期沿道活動「花いっぱい活動」植栽及び維持管理活動＞
植樹桝の土起こし(5月下旬)⇒植栽(6月上旬)⇒草取り・水やり等（毎月第2土曜日）を10月下
旬まで継続的に実施。花植えには、平均800名、毎月の維持管理には、100名程度が参加する。

（↑）函館新聞

北海道新聞 道南版(→)満開時の「はこだて花かいどう」の様子

ワックスキャンドル製作体験会(12月～1月下旬)⇒キャンドル設置・点灯(2月上旬) を実施。ワックス
キャンドル製作体験会は12箇所で実施 (函館市・北斗市・七飯町・鹿部町・森町・八雲町)。キャン
ドル設置・点灯には、毎年、約400名程度が参加する。

ベストシーニックバイウェイズプロジェクト2019

①活動概要（目的・目標、具体的な取り組み等）
●活動の目的・目標：
平成15年に板割沢拡幅事業の記念植樹が行われた。しかし、時間

の経過とともに、樹木が成長し景観を阻害する状態になっていた。
平成28年に小金湯さくらの森がオープンしたことを契機に、記念植
樹区間の道路空間改善について検討を開始。その結果、平成28年度
から、地域住民と道路管理者が協働で草刈りや樹木伐採、ゴミ拾い
を実施する道路景観保全活動が始まった。この活動は、平成28年度
から始まり、令和元年度まで毎年秋に継続して実施されている。

●活動内容：
・板割拡幅記念植樹区間での景観保全活動(草刈り､樹木伐採 等)
・みすまい児童会館の子ども達もゴミ拾いや手作りの樹木板を設置
するなど景観保全活動に一緒に参加している

●活動期間：平成28（2016）年度～令和元（2019）年度
・実施場所：板割拡幅記念植樹環境整備区間（L=0.3km）

②活動の体制

③ＰＲポイント
【総意工夫した点】
・地域住民と道路管理者が連携し合い、維持管理活動を実施した点

【活動による効果】
・活動を継続していくうちに、沿道景観の美観が向上し、
それに伴い、地域住民の地域への誇りと愛着が高まった

・地域住民の景観保全のノウハウの蓄積と景観保全への意識向上
・景観の向上により、ドライバーがゆっくり走行し安全性が向上
・子ども達への環境教育の場の提供 ・熊出没頻度の減少

エントリー部門

ル ー ト 名 称

活 動 名 称
地域住民と道路管理者の地域協働による

板割拡幅記念植樹区間景観保全活動

札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルート

美しい景観づくり

簾舞まちづくり協議会

簾舞地区町内会連合会

みすまい児童会館
草刈り・
樹木伐採・
ゴミ拾い 作業車･伐採木の回収等

札幌開発建設部

【2016年：実施前】

【2019年：実施後】

3年をかけ、植樹当時の添木を全撤去し、美しい道路景観を創出

エゾエノキ周辺に樹木が茂り背後の風景が見えない

札幌道路事務所

地域住民 道路管理者

連 携

樹木伐採している様子

作業車で伐採木を回収

作業終了後の集合写真
活動実施場所

児童館の子供達が制作した樹木板

４年間継続して
景観保全活動を実施

ベストシーニックバイウェイズプロジェクト2019

板割拡幅
記念植樹

エリアの
うち2019
年度環境
整備区間
L=0.2km
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